
新
年
ご
挨
拶
・
御
正
忌
報
恩
講
ご
案
内

亀
山
御
坊　

本
徳
寺

15 日16 日
　

 

PM
一
時 

お
説
教

逮
夜
勤
行 

PM
二
時 

引
き
続
き
説
教

往
生
礼
讃 

AM
七
時 

引
き
続
き
法
話

日
中
勤
行 

AM
十
時 

引
き
続
き
説
教

　

お
説
教 

PM
一
時 

逮
夜
勤
行 

PM
二
時 

引
き
続
き
説
教

往
生
礼
讃 

AM
七
時 

引
き
続
き
法
話

日
中
勤
行 

AM
十
時 

引
き
続
き
説
教

　

 

PM
一
時 

お
説
教

報
恩
講
式 

PM
二
時 

引
き
続
き
説
教

初
夜
勤
行 

PM
六
時 

門
徒
勤
行

親
鸞
物
語 

PM
七
時 

真
宗
文
化
講
座

お
晨
朝　

 

AM
七
時 

引
き
続
き
法
話

日
中
勤
行 

AM
十
時 

引
き
続
き
説
教

13 日14 日

御
正
忌
報
恩
講
行
事
日
程

０
７
９-

２
３
５-

０
２
４
２

姫
路
市
亀
山
三
二
四

新
し
い
年
が
は
じ
ま
り
す
。
お
念
仏
に
促
さ
れ
て
、
私

達
も
新
し
い
生
き
方
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

思
え
ば
、
私
た
ち
娑
婆
界
に
身
を
置
く
者
は
、
多
く
の

も
の
に
囲
ま
れ
な
が
ら
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な
い
で
い

ま
す
。
批
判
や
言
い
訳
は
得
意
で
す
が
、
己
を
支
え
て

い
る
人
や
も
の
の
存
在
に
気
付
く
こ
と
は
希
で
す
。

生
き
て
い
く
た
め
に
多
く
の
知
識
を
も
ち
な
が
ら
、
肝

心
の
己
が
何
も
の
で
あ
る
か
を
知
り
ま
せ
ん
。
目
先
の
損

得
に
は
敏
感
で
す
が
、
事
の
真
偽
に
は
疎
い
よ
う
で
す
。

過
剰
な
人
生
観
「
如
何
に
生
き
る
か
」
は
あ
っ
て
も
、た
っ

た
一
つ
の
死
生
観
「
如
何
に
死
ぬ
か
」
を
も
て
な
い
の
は

悲
惨
で
す
。
喜
び
や
悲
し
み
を
か
か
え
て
も
、
そ
れ
を
他

者
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
幸
。

こ
ん
な
閉
塞
社
会
で
、
人
は
と
ま
ど
い
、
孤
立
し
、
不

安
を
抱
き
、最
後
の
一
息
ま
で
右
往
左
往
し
て
骨
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

人
と
自
然
が
分
離
さ
れ
、
己
と
他
者
と
が
分
断
さ
れ
、

生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
が
乖
離
し
た
こ
の
時
代
に
、

生
死
出
離
の
一
大
事
を
親
鸞
聖
人
の
生
き
方
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

年
頭
よ
り
、親
鸞
聖
人
の
報
恩
講
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

と
り
わ
け
十
五
日
（
水
曜
）・
午
後
２
時
の
報
恩
講
式
の

「
私
記
文
・
嘆
徳
文
」
の
拝
読
を
頂
き
、
聖
人
の
お
徳
を

聴
聞
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。


